
 

 

特記仕様書 

 
１ 契約書、収穫調査委託契約約款、収穫調査委託標準仕様書に定めるもののほか、この仕様書

に基づき履行するものとする。 
 
 
２ 受託者は、調査仕様書第 １ 項の現地踏査後に監督員と調査内容等について打合せを行った 

うえで調査を実施し、調査終了後には速やかに監督員に報告するものとする。 
 
 
３ CSF（豚熱）の感染拡大防止のため、福島県における CSF 対策を熟知して適切な対応に努め

ること。 
 
 
４ 空間放射線量率の測定については別紙 １、別紙 ２ のとおりとする。 



別紙１

空間放射線量率の測定について

○測定点の選定等

・測定点は地形や標高及び方位等を考慮し、線量が高いと想定される地点を選定するこ

とを基本とする。

・区域表示と組み合わせることを念頭に、区域全体からバランスよく選定することを基

本とする。

・測定点数は「調査箇所の概要」に明記している点数とする。

○測定方法

・放射線量測定機器を用い、地上高１ｍでの空間放射線量率を測定

する。

・雨天時や積雪時を避けて測定することを基本とする。

・測定は樹木から１ｍ離れ放射線量の影響を受けない地点で行う。

・林縁より樹高１本分以上内側での測定を基本とする。

・各地点において、指示値が安定した後に１分間隔で３回測定し平均値を算出する。（小

数点以下第２位止め）

・測定後、測定位置を基本図に図示するとともに、野帳に測定結果を整理する。

・各地点の平均値の中から最大値をもって判断する。



別紙２

空間放射線量率測定野帳

林小班  天気

測定日時　令和　  　年　　  月　　  日 　　 時　  ～　  令和　  　年　　  月　　  日　  　時

測定機械

１回目 １回目 １回目

２回目 ２回目 ２回目

３回目 ３回目 ３回目

平均 平均 平均

１回目 １回目 １回目

２回目 ２回目 ２回目

３回目 ３回目 ３回目

平均 平均 平均

１回目 １回目 １回目

２回目 ２回目 ２回目

３回目 ３回目 ３回目

平均 平均 平均

１回目 １回目 １回目

２回目 ２回目 ２回目

３回目 ３回目 ３回目

平均 平均 平均

１回目 １回目 １回目

２回目 ２回目 ２回目

３回目 ３回目 ３回目

平均 平均 平均

測点１ 測点２ 測点３

測点４ 測点５ 測点６

測点７ 測点８ 測点９

測点１０ 測点１１ 測点１２

測点１３ 測点１４ 測点１５

最大値


